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令和 7年 9月（1） 八 束 公 民 館

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
島
の
周
遊
方
法
っ
て
何
か
思
い
つ
き
ま

す
か
？　

大
根
島
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
最
先
端
の

技
術
を
使
い
、
よ
り
楽
し
く
快
適
に
周
遊
し
て
頂
く
た
め
の
課
題
を
解
決

し
た
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、こ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
手
段
と
し

て
、
誰
で
も
楽
し
く
安
全
に
移
動
で
き
る
「
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
、
島

の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
手
軽
に
満
喫
で
き
る
「
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
を
組
み

合
わ
せ
た
、
新
し
い
島
周
遊
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
向
け
、
鋭
意
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
昨
年
12
月
発
行
の
八
束
公
民
館
報
第
33
号
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
の
予
定
で
は
、
秋
頃
か
ら
こ
の
テ
ス
ト
を
シ
ャ
ー
プ
㈱
主
導
に

よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
に
必
要
と
な
る
「
Ａ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
は
シ
ャ
ー
プ
㈱
が
、
ま
た
、「
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
地
元

の
㈲
八
束
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
が
用
意
い
た
し
ま
す
が
、
我
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
は
テ
ス
ト
コ
ー
ス
の
設
定
や
、
コ
ー
ス
上
に
あ
る
様
々
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
の
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
準
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
準
備
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、今
年
4
月
か
ら
島
根
県
立
大

学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

先
般
6
月
に
行
っ
た
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
試
乗
会
に
お
い
て
、
学
生
か
ら
は

「
島
を
楽
し
く
周
遊
す
る
に
は
理
想
的
な
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
が
、
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
が
加
わ
る
と
、
も
っ
と
楽
し
い
旅
に
な
る
の
は
間

違
い
な
い
」
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

一
方
で
、シ
ャ
ー
プ
㈱
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
完
成
後
の
全
国
展
開
を

見
据
え
て
、
大
根
島
で
の
テ
ス
ト
は
重
要
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
（
活
用
事
例
）

に
な
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
シ
ャ
ー
プ

㈱
と
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
で
、
双
方
が
出
来
る
限
り
多
く
の
成
果
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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AIの説明動画鑑賞 電動モビリティ試乗会

（島根県立大学松江キャンパス学生の皆さん）
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現
在
計
画
中
の
コ
ー
ス
案
（
２
コ
ー
ス
）
の
紹
介

▼南回りコース

▼北回りコース

現
在
、
島
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
シ
ャ
ー
プ
㈱
お
よ
び
島
根
県
立
大
と
一
緒

に
な
っ
て
、
前
例
の
な
い
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
完
成
を
目
指
し
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
日
は
、
関
係
の
皆
様
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
そ
の
取
組
状
況
な
ど

に
つ
い
て
対
談
し
ま
し
た
。

特集

第 23 回 座談会



令和 7年 9月（3） 八 束 公 民 館

柏
木
：
来
年
度
の
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

（
ガ
イ
ド
が
直
接
付
か
ず
、
地
図
等

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
自
身
で
自

由
に
楽
し
む
旅
の
プ
ラ
ン
の
こ
と
）

開
始
に
向
け
て
、
現
在
2
コ
ー
ス
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
由
志
園
を
発
着

場
所
と
し
て
、
ま
ず
は
北
回
り
コ
ー

ス
案
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ツ
ア
ー
参
加
者
は
由
志
園
前
で
「
肩

掛
け
Ａ
Ｉ
」
と
「
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

を
セ
ッ
ト
で
レ
ン
タ
ル
し
て
出
発
し

ま
す
。
所
要
時
間
は
約
90
分
で
「
竜

渓
洞
」、「
ベ
タ
踏
み
坂
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
」、「
大
塚
山
」、「
中
村
元
記
念

館
」
を
巡
り
ま
す
。
常
時
、
音
声
で

の
ル
ー
ト
ナ
ビ
や
各
ス
ポ
ッ
ト
で
の

ガ
イ
ド
等
が
「
肩
掛
け
Ａ
Ｉ
」
と
の

対
話
に
な
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
ツ
ア
ー
手
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ベ
タ
踏
み
坂
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
や
大
塚
山
頂
上
か
ら
の
絶
景
を

堪
能
し
て
頂
け
る
よ
う
、
双
眼
鏡
を

貸
し
出
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大
根
島
以
外
で
は
体
験
で
き
な
い

ユ
ニ
ー
ク
施
設
を
堪
能
で
き
る
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
南
回
り
コ
ー
ス
案
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

所
要
時
間
は
約
90
分
で
、「
観
音

寺
」、「
全
隆
寺
」、「
島
の
ド
ッ
グ
ラ

ン
」、「
彩
雲
堂
」、「
親
水
公
園
」
を

巡
り
ま
す
。
中
海
を
見
渡
し
な
が
ら

走
行
で
き
る
爽
快
感
あ
ふ
れ
る
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
牡
丹

の
歴
史
や
有
名
和
菓
子
、
癒
し
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
頃
予
定
の
シ
ャ
ー
プ
㈱
に
よ
る

実
証
実
験
の
概
要

荻
野
：
秋
頃
予
定
の
シ
ャ
ー
プ
㈱
に
よ
る

実
証
実
験
は
、
こ
の
北
回
り
と
南
回

り
の
2
コ
ー
ス
で
行
う
計
画
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
験
対
象
者
は
島

根
県
立
大
学
の
学
生
を
中
心
と
し
た

メ
ン
バ
ー
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
実
験
内
容
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｉ
等
を
身
に
つ
け
て
電
動
モ

ビ
リ
テ
ィ
で
コ
ー
ス
順
に
移
動
し
て

も
ら
い
、「
正
し
く
交
通
ナ
ビ
が
で

き
て
い
た
か
」、「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

の
ガ
イ
ド
は
期
待
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
か
」、「
移
動
中
に
思
い
つ
い

た
咄
嗟
の
質
問
に
Ａ
Ｉ
は
上
手
く
回

答
で
き
て
い
た
か
」、「
Ａ
Ｉ
回
答
の

全
体
的
満
足
度
（
応
答
の
適
切
性
、

ス
ピ
ー
ド
、
対
話
の
自
然
さ
な
ど
）」

等
を
評
価
し
ま
す
。
一
方
で
開
発
者

の
シ
ャ
ー
プ
㈱
と
し
て
は
「
カ
メ

ラ
機
能
を
十
分
に
活
か
せ
て
い
た

か
」、「
利
用
者
へ
の
お
も
て
な
し
の

対
話
が
理
想
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
で

き
て
い
た
か
」
な
ど
も
重
要
な
評
価

事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
実

実証実験イメージ

肩掛けAIと電動モビリティを使った
セルフガイドツアー（イメージ図）

親水公園周辺

竜渓洞内

荻野  智さん
（松江市観光協会八束町支部  事務局長）

2025年ヒット予測1位の
「肩掛けプライベートAI」

柏木 利徳さん
（㈱ W.L.D.  取締役）



令和 7年 9月 （4）八 束 公 民 館

際
の
Ａ
Ｉ
回
答
精
度
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
、
来
年
度
も
含
め
て
複
数
回

に
渡
る
実
験
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
プ
㈱
と
島
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
協
力
関

係
で
、
出
来
る
限
り
早
期
で
の
肩
掛

け
Ａ
Ｉ
の
完
成
と
大
根
島
で
の
実
装

ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大
根
島
で
の
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

コ
メ
ン
ト

豊
島
：
ま
ず
は
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
島
内

を
風
切
っ
て
走
る
爽
快
感
を
味
わ

い
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
そ
し
て
、
90
分
間
を
自
分
の
嗜

好
や
ペ
ー
ス
で
自
由
に
楽
し
め
そ
う

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
セ
ル

フ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
完
成
さ
せ
た
い
。

必
要
な
情
報
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
語
り
か
け
て
く
れ
る
肩
掛
け
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て
は
、
相
棒
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ

と
一
緒
に
旅
し
て
い
る
感
覚
が
面
白

い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柏
木
：
今
回
計
画
し
て
い
る
2
コ
ー
ス
で

の
実
証
実
験
を
経
て
、
大
根
島
、
江

島
、
そ
し
て
中
海
を
も
っ
と
も
っ
と

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
練
り
、
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
ま
す
。

安
部
：
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
近
年
次
々
と

登
場
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
若
年
層

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
種
類
と
、
高

年
齢
の
方
で
も
安
心
し
て
乗
っ
て
い

た
だ
け
る
種
類
の
両
方
を
保
有
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
今
回
の
実
証
実

験
を
通
じ
て
、
こ
の
最
適
な
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
た
い
。

安部　薫さん
（㈲八束オートサービス  取締役会長）

低速電動モビリティ 荻
野
：
島
の
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
と
の
理
想
的
な
対
話
を
実
現
す

る
地
域
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
今
回

の
実
験
で
構
築
し
た
い
。
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
や
カ
メ
ラ
機
能
を
上
手
く

活
か
せ
る
よ
う
、
地
元
の
方
や
学
生

な
ど
か
ら
の
情
報
を
加
工
し
た
大
根

島
独
自
の
Ａ
Ｉ
の
情
報
検
索
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
今
後
の
地
域
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
島
の
財
産
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
は
？

大
根
島
版
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に

期
待
す
る
こ
と

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
説
明
…
「
Ａ
Ｉ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と
は
、
外
部
か
ら
の
指

示
や
人
間
の
介
入
な
し
に
、
自
ら
の
判
断

で
行
動
や
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
こ
と

AIエージェント

これまでのChatGPT AIエージェント

主に受動的なQ&A 状況を理解し、自律的に行動。
「アクション」まで代替

豊島  美紀さん
（㈱ふぁーむ大根島  代表取締役）

島名「大根島」由来の壁画の前で



令和 7年 9月（5） 八 束 公 民 館

池
田
：
今
回
の
実
証
実
験
は
、
シ
ャ
ー
プ

㈱
か
ら
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
要
素
を
取

り
入
れ
た
も
の
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
機
能
に
期
待
す

る
こ
と
は
、事
前
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
っ

た
方
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
よ
り
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
情
報
や
、
移
動
中
に
困
り
そ
う

な
こ
と
（
天
気
や
ト
イ
レ
、
飲
料
自
販
機

な
ど
の
情
報
）
を
予
測
し
て
伝
え
る
な
ど

の
自
律
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
発
揮
で

す
。
ま
た
、「
お
も
て
な
し
」
が
伝
わ
る
島

弁
で
の
対
話
も
ぜ
ひ
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

に
学
習
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
プ
（
株
）
の
登
録
商
標
「
Ａ
Ｉ
ｏ

Ｔ
」
の
説
明
…
「
Ａ
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
は
、
A
I

（
人
工
知
能
）
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
組
み
合
わ
せ
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
ク
ラ
ウ
ド
の
人
工
知
能
と
つ
な

ぎ
、
人
に
寄
り
添
う
存
在
に
変
え
て
い
く

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

ウェアラブルデバイス「AI SMART LINK」
（左：カメラ非搭載モデル、右：カメラ搭載モデル）

AIoT 3.0「人と社会に寄り添うIoT」

引用元：シャープ株式会社 SHARP Blog ▲ https://blog.jp.sharp/category/technology/aiot/

池田  均さん
（松江市八束公民館長）



令和 7年 9月 （6）八 束 公 民 館

担当業務と活動状況

１．指定管理業務（市生涯学習課所管）
公民館管理関係 担当名

① 公民館指定管理に関すること 館長
② 施設の防火関係に関すること 館長
③ 公民館運営協議会の庶務に関すること 吉野
④ 公民館の予算、決算等経理に関すること 吉野
⑤ 施設及び機材機器の整備・維持管理・貸与に関すること 藤原・宮崎
⑥ 窓口業務・予約管理に関すること 藤原・宮崎
⑦ 他機関との連絡・調整に関すること 吉野
⑧ 公民館の調査、統計資料等に関すること 吉野・藤原
⑨ 文書事務その他公民館の庶務に関すること 吉野
⑩ 公印の管守に関すること 吉野
⑪ 配布物に関すること（公民館関係） 藤原
⑫ 松江市広報（配布物）に関すること 吉野

公民館事業関係 担当名
① 広報事業に関すること
・公民館報

※︎�こちらから�
ご覧いただけます�

館長
・公民館だより 藤原
・ホームページ 藤原

② まちづくり事業に関すること 館長
③ 人権事業に関すること 藤原
④ 文化活動・伝統文化事業に関すること
・文化祭 藤原
・伝統文化 吉野
・文化等講演会 吉野

⑤ 防災事業に関すること 吉野
⑥ 青少年事業に関すること
・青少年健全育成 宮崎
・八束っ子育成部事業 藤原
・放課後子ども教室推進事業 吉野
・子ども見守り活動 藤原

⑦ 環境美化・市民憲章事業に関すること
・かるた大会 宮崎
・クリーン八束 宮崎
・花づくり 全員

⑧ 健康福祉事業に関すること 宮崎
⑨ 地域スポーツ事業に関すること 吉野
⑩ 成人講座（にんじん学校）に関すること 藤原
⑪ 読書推進事業に関すること 藤原
⑫ その他事業に関すること 藤原・宮崎
⑬ 松東ブロック事業関係
・市民学習発表会 吉野
・ジュニアリーダー研修 宮崎

⑭ 松江市公民館協議会関係 藤原

お話しの窓「読み語り」

文化祭「展示部門」

八束っ子育成部
「クリスマス会・ピザ・ロールケーキ作り」

にんじん学校「水引細工をつくってみよう」



令和 7年 9月（7） 八 束 公 民 館

令和7年度　公民館職員の

２．指定管理業務（市スポーツ施設課所管）
八束体育施設管理関係 担当名

① 指定管理、施設の防火関係に関すること 館長

② 予算、決算等経理に関すること 安部

③ 窓口業務・予約管理に関すること 安部

④ 体育館、テニスコート、野球場、多目的広場に関すること 安部

３．指定管理業務以外（各種団体）
（会費徴収団体）

団体名 会長名 担当名
八束地区社会福祉協議会 門脇正志 宮崎

八束地区自治会連合会 渡部　浩 吉野

八束町体育協会 中村勢次郎 吉野

（その他の団体）
団体名 会長名 担当名

八束町青少年健全育成協議会 建田浩司 宮崎

八束地区人権教育推進協議会 吉岡敏弘 藤原

八束地区交通安全対策協議会 門脇　篤 宮崎

八束地区交通安全協会 門脇　篤 宮崎

八束子ども安全対策連絡会・青色パトロール 竹谷文雄 藤原

八束地区地域安全推進員会 竹谷文雄 藤原

八束子ども広場運営委員会 松本正福 吉野

八束地区AIデマンドバス利用促進協議会 池田　均 館長・吉野

八束地区市民憲章推進協議会 池田　均 宮崎・吉野

島芝翫節保存会
門脇弘子

吉野
安部満里奈

八束島弁保存会 安部孝兒 吉野

にんじん学校・人権教育合同視察研修
「ホロコースト記念館」

学園クラブ活動「島芝翫節」

健康長寿部「ヘルシー料理教室」

スポーツ振興部
「走り方教室、モルックを楽しもう！！2025 春」

八束公民館　職員紹介

体
育
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設
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八束公民館運営協議会
会　長　松本　正福（江島）
副会長　渡部　　浩（遅江）
　〃　　建田　浩司（波入）

まちづくり部八束っ子育成部スポーツ振興部健康長寿部
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令
和
７
年
度 

八
束
地
区
各
種
団
体
役
員

部　長　門脇　正志（入江）
副部長　安部一九生（波入）

○地区社会福祉協議会事業
○健康福祉事業

部　長　安部　秀司（二子）
副部長　岡　　登勇（波入）

○体育協会事業
○ニュースポーツ教室

部　長　建田　浩司（波入）
副部長　竹谷　文雄（入江）

○青少年健全育成事業
○子ども安全対策事業
○健全育成事業
○八束子ども広場事業
○読書活動の推進
○ジュニアリーダー研修

部　長　渡部　　浩（遅江）
副部長　池田　　均（遅江）

○まちづくり  　○広報活動
○人権教育研修
○成人講座 ･ 研修
○伝統文化事業の継承
○歴史文化事業
○文化祭　  ○文化等講演会
○防災・地域安全の推進
○サークル活動の推進
○環境美化（市民憲章）活動

八
束
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
の
関
係
機
関
、
団
体
の
代
表

者
等
で
構
成
さ
れ
る
八
束
公
民
館
運
営
協
議
会
を
、
指
定
管
理
者
と
す
る

指
定
管
理
制
度
（
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
束
公
民
館
運
営
協
議
会
は
、
事
業
計
画
、
予
算
お
よ
び
事
業
実
施
、
決

算
等
に
つ
い
て
審
議
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
八
束
公
民
館
の
事
業
を
効
果

的
に
運
営
す
る
た
め
に
四
つ
の
専
門
部
を
置
い
て
い
ま
す
。

各
専
門
部
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
む
け
た
公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
、

実
施
し
、
住
民
主
体
で
進
め

る
公
民
館
運
営
の
柱
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

令和 7年 9月 （8）八 束 公 民 館



令和７年度  八束体育施設  予算書

差引残額	 0

差引残額 1,066,934 差引残額	 0

差引残額	 0

令和６年度  八束体育施設  決算書
収入の部 （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　明
市
費指 定 管 理 料 10,880,000 松江市委託料

地
元
費

利用料（体育館） 1,826,950 施設利用実費

利用料（野球場） 626,970 施設利用実費、照明

利用料（多目的） 3,610 施設利用実費

利用料（テニスコート） 478,840 施設利用実費、照明

雑　　 収　　 入 350,563 自動販売機電気代、使用料、利息

合 計 14,166,933 

収入の部 （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　明
市
費指 定 管 理 料 11,500,000 松江市委託料

地
元
費

利用料（体育館） 1,150,000 施設利用実費

利用料（野球場） 644,000 施設利用実費、照明

利用料（多目的） 6,000 施設利用実費

利用料（テニスコート） 400,000 施設利用実費、照明

雑　　 収　　 入 340,200 自動販売機電気代、使用料、利息

合 計 14,040,200 

支出の部 （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　明
人
件
費給 料 3,733,273 臨時職員給料、パート職員賃金、社会保険料、労働保険料

管
　
理
　
費

消 耗 品 費 222,782 申請書、トイレットペーパー、コートブラシ、�グラウンドレーキ、砂袋、消臭剤、事務用品、他
燃 料 費 60,210 ガス代、公用車ガソリン代
印 刷 製 本 費 17,495 印刷代
通 信 運 搬 費 80,150 携帯、電話料金
光 熱 水 費 4,607,228 施設（電気・水道・下水道）

修 繕 費 704,808 
消防設備不備修繕、体育館ランプ取替、女子トイレロー�
タンク取替、女子更衣室内シャワー室雨水配管破損による�
修繕、運動場2塁ベース設置、1・3塁ベンチ手洗器修繕、他

使用料及び賃借料 346,812 マット・モップリース料、公用車リース料、パソコンリース料
保 険 料 154,490 施設保険
原 材 料 66,000 野球場用補足土
委 託 料 3,728,736 除草業務、昇降機保守、機械警備、電気保守点検、清掃業務、浄化槽維持管理及び清掃、他

自動販売機電気料 196,095 電気料
自動販売機等設置使用料 153,809 設置使用料
手 数 料 17,215 公用車点検料金
自 動 車 保 険 料 77,830 公用車保険料

合 計 14,166,933 

支出の部 （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　明
人
件
費給 料 3,880,000 臨時職員、パート職員、社会保険料、労働保険料

管
　
理
　
費

消 耗 品 費 120,200 事務用品、施設消耗品等

燃 料 費 73,000 ガス代、公用車ガソリン代

印 刷 製 本 費 10,000 印刷代

通 信 運 搬 費 83,000 電話料金、携帯電話料金

光 熱 水 費 4,834,000 施設（電気、水道、下水道）

修 繕 費 200,000 施設修繕

使用料及び賃借料 347,000 マット･モップリース料、公用車リース料、パソコンリース料

保 険 料 156,000 施設保険

原 材 料 70,000 補足土購入等

委 託 料 3,790,000 除草業務、電気保安業務、昇降機保守点検業務、機械警備、他

自動販売機電気料 190,000 電気代

自動販売機等設置使用料 150,000 設置使用料

手 数 料 57,000 公用車点検整備料

自 動 車 保 険 料 80,000 公用車保険料

合 計 14,040,200 

令和７年度  八束公民館  予算書令和６年度  八束公民館  決算書
（歳　入） （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　　明

市
費
指 定 管 理 料 26,048,614 人件費、管理費、事業費

社会人権教育推進事業委託料 150,000 令和６年度委託料

地
　
元
　
費

公 民 館 費 567,750 各世帯より

受 講 料 229,900 各講座受講料・参加料

使 用 実 費 609,662 会場使用実費、印刷費・空調費等

雑 収 入 2,268 預金利息

繰 越 金 1,346,369 前年度より

歳　入　総　額 28,954,563

（歳　出） （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　　明

人 件 費 16,064,969 職員給料、手当、福利厚生費

管 理 費 8,262,934 複合施設等光熱水費、委託料他

事
　
業
　
費

総 務 部 費 310,000 広報事業、桜ライトアップ事業

青 少 年 部 費 467,549 青少年健全育成事業、見守り活動、子ども広場

文 化 部 費 862,700 にんじん学校、文化祭、文化講演会他

市民憲章推進費 134,099 花づくり、環境整備事業、市民憲章かるた大会他

社会人権教育推進事業費 208,691 視察研修、人権だより作成、人権標語募集他

健 康 福 祉 部 費 50,049 ヘルシー料理教室、そば打ち体験

地 域 活 動 費 47,785 サークル活動推進、スポーツ教室

読 書 活 動 費 346,253 新刊図書・図書消耗品代、図書イベント経費他

研 修 活 動 費 916,600 運協連・館長会負担金、各種研修参加経費等

総 合 補 償 費 216,000 行事傷害補償、賠償責任補償、職員災害補償

歳　出　総　額 27,887,629

（歳　入） （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　　明

市
費
指 定 管 理 料 26,846,426 人件費16,868,492、管理費7,388,985、事業費2,588,949

社会人権教育推進事業委託料 150,000 令和7年度委託料

地
　
元
　
費

公 民 館 費 567,750 各世帯より

受 講 料 230,000 各講座受講料・参加料

使 用 実 費 670,000 会場使用実費、印刷費、空調費等

雑 収 入 3,382 預金利息等

繰 越 金 1,066,934 前年度より

歳　入　総　額 29,534,492

（歳　出） （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　　明

人 件 費 16,868,492 職員給料、手当、福利厚生費

管 理 費 8,845,000 複合施設等光熱水費、委託料他

事
　
業
　
費

総 務 部 費 310,000 広報活動、桜ライトアップ事業

青 少 年 部 費 460,000 青少年健全育成事業、見守り活動、子ども広場

文 化 部 費 936,000 にんじん学校、文化祭、文化講演会他

市民憲章推進費 147,000 花づくり、環境整備事業、かるた大会他

社会人権教育推進事業費 230,000 視察研修、人権だより作成、啓発活動

健 康 福 祉 部 費 65,000 ヘルシー料理教室、そば打ち体験等

地 域 活 動 費 50,000 スポーツ活動、サークル活動推進

読 書 活 動 費 400,000 図書購入代、図書コーナー整備経費他

研 修 活 動 費 997,000 運協連・館長会負担金、各種研修負担金等

総 合 補 償 費 226,000 行事傷害補償、賠償責任補償、職員災害補償

歳　出　総　額 29,534,492

［所管：市教育委員会生涯学習課］

［所管：市文化スポーツ部スポーツ施設課］

令和 7年 9月（9） 八 束 公 民 館



令和 7年 9月 （10）八 束 公 民 館

あ
と
が
き

大
根
島
⑰

「
Ａ
Ｉ
が
島
弁
で
観
光
案
内
」

八
束
町
で
は
、
昨
年
か
ら

「
新
し
い
人
を
呼
び
込
む
3
つ

の
挑
戦
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
1
つ
目
が
「
絵
地
図
の
作

成
」。
2
つ
目
が
「
溶
岩
洞
窟

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」。
3
つ
目
が

「
島
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
コ
ー
ス
づ
く
り
」
で
す
。
3

つ
目
の
お
勧
め
コ
ー
ス
の
取

り
組
み
は
、
誰
で
も
楽
し
く
安

全
に
移
動
で
き
る
「
電
動
モ
ビ

リ
テ
ィ
」
と
、
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
の
シ
ャ
ー
プ
㈱
が
最
新

の
Ａ
Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
開

発
中
の
「
カ
メ
ラ
付
き
肩
掛
け

Ａ
Ｉ
」
の
実
証
実
験
で
す
。

シ
ャ
ー
プ
㈱
は
、
急
速
に

進
む
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

家
電
事
業
の
投
資
拡
大
を
明

ら
か
に
し
て
お
り
、
本
町
で
の

実
証
実
験
は
、「
全
国
展
開
を

見
据
え
た
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
完

成
後
の
重
要
な
ユ
ー
ス
ケ
ー

ス
（
活
用
事
例
）
に
な
る
。」

と
の
こ
と
で
す
。
完
成
後
に

は
、
島
内
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト

を
Ａ
Ｉ
が
島
弁
で
案
内
し
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！�

（
池
）

【
出
典
・
解
説
】

「
徳
を
修
め
た
人
々
が
集
ま
っ
て
互
い
に
経
験
や
感
想
を
語
り
合
う
と

い
う
こ
と
は
、
老
い
を
超
克
す
る
道
で
あ
る
。

そ
れ
は
単
に
慰
め
合
う
ば
か
り
で
な
く
、
異
な
っ
た
経
験
を
交
互
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
得
た
経
験
が
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
る
。
老
い
と
共
に
経
験
が
社
会
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」

（
中
村
元
『
構
造
倫
理
講
座
Ⅱ
︿
生
き
る
道
﹀
の
論
理
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
…
こ
と
に
先
輩
か
ら
ひ
じ
ょ
う
に
恩
恵
を
受
け
た
か
ら
、
そ
の
恩
返

し
を
し
よ
う
と
思
う
と
、
も
う
こ
の
世
に
は
お
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
ね
。

ひ
じ
ょ
う
に
悔
や
ま
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
仕
方
が
な
い
、順
送
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
良
く
す
れ
ば
、
そ
れ
が

先
輩
た
ち
へ
の
恩
返
し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
言
い
わ
け
み
た
い
に

な
り
ま
す
が
、
私
は
ひ
そ
か
に
そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

礼
を
返
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
倫
理
が
初
期
の
仏
典
に
出

て
い
る
こ
と
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。」

（『
中
村
元
の
仏
教
入
門
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
…
勉つ
と

め
強し

い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
勉
強
」
で
あ
る
。
学
者
は
老
い

た
ら
引
退
し
、
後
進
の
育
成
に
専
念
す
る
の
が
賢
明
だ
、
と
い
う
人
も
い

る
が
、
わ
た
く
し
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
老
人
が
真
っ
先
に
立
っ
て
、
新

し
い
学
問
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。」

（
中
村
元
『
学
問
の
開
拓
』
よ
り
。）

【
出
典
・
解
説
】

「
…
自
他
融
即
と
い
う
の
は
決
し
て
自
分
と
他
人
を
ご
っ
ち
ゃ
に
す
る

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
他
人
は
他
人
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
立
場

は
は
っ
き
り
認
め
て
理
解
す
る
、
同
情
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
対
す
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

す
な
わ
ち
自
己
を
探
求
す
る
こ
と
の
中
か
ら
人
に
対
す
る
理
解
が
出
て

き
て
、
自
分
に
対
す
る
反
省
か
ら
他
人
に
対
す
る
同
情
が
出
て
き
て
、
そ

れ
が
宗
教
的
な
意
味
で
は
慈
悲
の
理
想
と
な
っ
て
具
現
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。」

（
中
村
元
『
原
始
仏
典
Ⅱ
人
生
の
指
針
』
よ
り
。）

令
和
七
年
四
月
掲
示

令
和
七
年
五
月
掲
示

令
和
七
年
六
月
掲
示

令
和
七
年
七
月
掲
示

　松江市出身でインド哲学・仏教学の世界的権威、中村元博士が残した慈し

みあふれる言葉を、八束町中央の「八束複合施設」正面玄関東横にある掲示板

で毎月紹介します。掲示内容は「中村博士自身が述べた言葉」の中から、中村

元記念館の加藤千乃学芸員が選び、公民館で書道を学ぶ「中央書道サークル

（橘淳子代表）」のメンバーが中心となって毛筆でしたためます。

中村元博士が残した
『慈しみあふれる言葉』を紹介します●⓱

中村元記念館　国際ヨーガの日記念「ヨガと音楽の美味しい休日」講師
（左から）山本紀子先生（ヨーガ指導）、瀬古康雄先生（シタール演奏）


